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－はじめに－

• 当院では、日帰り局麻による
 内視鏡下鼻副鼻腔手術をおこなっています。

• 今回
 

その実際と工夫を
 できるだけ具体的に

ご紹介させていただきます



外来の診療システムを



手術に使用しています

診療をおこなわない

火曜または木曜の午後に施行



手術にともない
 

導入した機器

内視鏡システム

 
Storz シェーバー Medtronic

生体モニタ

ガス滅菌器吸引



局麻・日帰り手術の利点

患者側

○入院費用と時間の節約

○初診から術後まで同一医師（施設）

の診療を継続して受ける安心感

医師側

○開業後も手術をおこなう診療の充実

○経営にも寄与



局麻・日帰り手術の課題

○手術の痛みに対する不安と恐怖

○上記に付随する身体の過敏反応

○術後自宅で過ごすことへの不安

○ハプニングが生じたときの対応

→
 

術前、術中、術後まで

患者さんの安心と安全につながる

入念な対策が求められる



工夫いろいろ

術前
 

画像ファイリングを活用した説明

ＣＴによる手術シミュレーション

麻酔
 

ボスミンキシロカインによる丁寧な表面麻酔

手術
 

糸付スポンジによる後鼻腔パッキング

必要な薬剤を的確なタイミングで投与

術後
 

自己チェック表（セルフパス）

手術日夕
 

電話確認

綿栓継続2週間



術 前

画像ファイリングシステムの

動画静止画を活用

副鼻腔炎と手術の理解と安心へ



鼻副鼻腔間の閉塞、換気障害が
 発症につながることをご説明



ご自分の鼻を
 

正常例と比較していただく



正常例



術後性
 頬部のう腫



最近
 よく見かける

 歯性上顎洞炎
 の例



手術概念の説明



鼻副鼻腔の交通を妨げる
 病変を切除

術後
 換気路が拡大



手術イメージを
 

動画で供覧



シェーバー（デブリッダー）でポリープ病変を切除



骨壁を切除
 

副鼻腔を開放清掃





骨壁を切除
 

副鼻腔を開放清掃



止血綿（ソーブサン）で創面をカバーして終了



実際の
 手術記録を

 印刷提供



術前検査
 

と
 

同意書



術前検査

検査項目

感染症、出血傾向等血液検査、尿検査

心電図モニタによる血圧心拍SaO2チェック

確認事項

糖尿病、高血圧、喘息の有無

麻酔または手術トラブルの既往

血縁の麻酔トラブル有無

喘息既往またはポリープがある方は、

鎮痛剤服用で喘息発作が生じないことを確認

アスピリン喘息では
 

セレコックスまたはアコニンサン錠



検査結果と同意書を取り込み保存



患者さんへお渡しする資料

手術同意書

手術費用一覧

術後自己記録用紙

（セルフパス）例

手術記録例



同意書へ記載してある
 局麻日帰りならではの事項

危険性（リスク）

○
 

過度の緊張や痛みにともなう徐脈頻脈

血圧上昇、出血など

○
 

喘息発作・咳発作による呼吸困難

対策

○
 

予防薬投与
 

と
 

迅速対応

○
 

安全第一
 

無理をしない



患者さんにご了承いただきたいこと

○
 

手術日、自分の車で来院しない

緊張を和らげる薬を使うため

 
運転は危険

ご家族の送り迎え

 
または

 
タクシーをご利用下さい

当日は

 
10時半に

 
ご来院ください

○
 

手術日から翌日までお休み・自宅療養

出血しやすいので

 
十分な安静が望ましいでしょう

○
 

2回目の再診まで鼻つまり・口呼吸となります

入口のガーゼを抜去するまでご了承ください

○
 

2－3週間、鼻に綿球をしてください

乾燥を予防することが

 
早期治癒につながる印象です



手術当日の流れ
 

午前10時半に来院
 鼻内の表面麻酔

 術前点滴
 術後処方
 ＣＴで直前シミュレーション

 外来診療終了後
 手術準備

 手術
 出血のないことを確認してご帰宅



ＣＴによる術前シミュレーション





手術当日の工夫

①
 

顕微鏡を使った丁寧な表面麻酔
 

ボスミンキシロカインガーゼ

②
 

オンタイムの薬剤投与

硫酸アトロピン
 

ホリゾン
 

インデラル

③
 

確実な後鼻腔パッキング
 

糸付きスポンジ

④
 

確実な止血と無理せず安全第一



ボスミンキシロカインガーゼ
 顕微鏡下に丁寧に留置



ボスミンで視野良好（病変部位がよくわかる）

前 入口へ約10分
 留置後

深部まで入れ直し

約30分後

キシロカインで鎮痛も十分



手術開始直前の状況
不安緊張にともなう

 
頻脈が

 
ほぼ必発



局所麻酔手術では
 

精神的な不安緊張
 

呼吸循環系の過敏反応の
 

コントロールが重要
 

状況に応じた薬剤を
 

オンタイムに投与



準備薬剤 ほぼ必ず使用するもの

○
 

アトロピン
 
筋注

○
 

ホリゾン
 
1/2Aずつ静注

○
 

インデラル
 
1/4Aずつ静注

（頻脈のコントロールに有効）

吸入薬も準備

気管支拡張剤

ステロイド

ミオコール



43歳男性

まずホリゾン1/2ずつ

 で反応をみて

頻脈が残れば

インデラルを1/4ずつ

 投与



39歳 男性

インデラルを使い

心拍が100以上から

80前後に安定



鼻茸を伴う
 高血圧症例
 

術前点滴内
 ネオフィリン投与

 
執刀直前

 インデラル
 ホリゾン

 ペルジピン
 投与



本年

 
外来点滴用の電動ベッド導入

 居心地を改善できました
ずっと診療椅子を使用
居心地の悪さをスポンジ枕
腰のクッション、足台で補っていた

患者さんのポジション



確実な後鼻孔パッキングで
 

咽頭への血液落下を防止



後鼻孔への糸付きスポンジ留置操作



パッキングガーゼが
 咽頭へ落下しやすい課題を解決



手術手技は
 全身麻酔とかわらない

 
ただし病院での局麻手術経験から

 1時間を超えると患者さんが
 ゴソゴソ動き出す印象あり

 
一時間程度が

 局麻手術の限界かと判断



両ＥＳＳ
 の手術記録



約１ｃｍ四方に切った

 ソーブサン

入口部の癒着防止に

 ベスキチンガーゼ



手術時間節約の工夫

鼻中隔湾曲は突出部の部分切除

鼻甲介腫脹は焼灼で

（いずれもコスト請求せず）

バイポーラ電気メスで確実に止血

危険につながる無理な操作をしない



鼻中隔弯曲は
 突出部のみを載除鉗子で切除



腫脹した下甲介減量は電気メス焼灼



帰宅後のケア

もっとも重要視しているのは
オペ翌日までの出血対策

１
 

帰宅後
安心してお過ごしいただくため
セルフパス（自己チェック表）を使用

２
 

夕方
 

看護師から電話連絡



日帰り手術開始当初の術後対応

①
 

予想されうる経過を口頭と文章で説明

②
 

不安があるときは

携帯電話へ連絡していただく

患者さんの自己判断にまかせた受身の対応だった

→
 

病院にご迷惑をおかけする症例を経験



術後出血→入院の経過

術後出血が続いていたが深夜まで我慢していた

耐えられなくなり救急車をコール

0時30分
 

携帯へ電話されたが対応できず

術後対応の改善

〇
 

自分の状態を冷静・客観的に判断できるように
術後自己チェック表を作成

〇
 

早い段階で状況を確認できるように
夕方５時

 
ナースが電話

医師の携帯へ状況報告





術後治療



術後治療の課題

術後
 

頻回の通院治療は

日帰り手術の時間節約メリットが減る

最低限の通院治療できれいに仕上げたい



以前は
 処置や洗浄を積極的に施行

 綿栓はガーゼ抜去までの数日のみ
 

粘膜の癒着や壊死など
 やっかいなことが生じ

 対応に苦慮した



癒 着



癒着を切離
 

ベスキチンでカバー



2年前の症例
 

術後
 

4日目
 ガーゼオフ

 鼻洗浄開始
 

鼻中隔壊死から
 穿孔形成



最近
 

２週間程度
 

綿栓を継続
 

鼻腔内の乾燥を防ぎ
 

湿潤環境を保つことで
 

良好な術後経過をえております



手術

下鼻甲介癒着なし

自然孔周囲かなり良好

綿栓継続
術後10日
すでにきれい



綿栓継続
 

二週間目
 

２２３４６

鼻中隔と鼻甲介の癒着なし 止血綿（ソーブサン）を吸引すると
きれいな創面が見える



綿栓継続
 

二週間目
 

２５４７７

ソーブサンを吸引

すでに
副鼻腔は
かなりきれいに

 なっている



テキストの術後ケア頁を見ると



鼻腔の乾燥防止が一番初めに
 記載されていることを確認！！



現在の術後再診と処置
 患者さんへのお願い

翌日まで出血しやすいので安静をお願いします

初回
 

（翌日）
 
出血の有無を確認します

この間

 
鼻がつまります

２回目（3－4日後）
 

入口のガーゼを抜去します

3回目（約10日後）
 

鼻内の確認と清掃

4回目以降
 

1－2週間隔

２週間程度

 
鼻に綿栓をつめたままでお願いします

4週間ほど
 

で
 

きれいになる見込みです



最後に
 

術後の再発ポリープに
 

ステロイド点鼻が有効なことを
 

再認識しております



ガーゼ抜去後のポリープ病変
 ステロイド点鼻と内服で縮小

主訴は鼻閉、嗅覚不良
 

→
 

ポリープ縮小とともに改善



手術件数の推移
年／月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

2010 2 6 5 3 8 14 8 14 12 5 8 85

11 7 11 13 6 2 9 7 1 8 7 10 3 84

12 5 8 5 4 2 6 8 0 4 8 4 6 60

13 4 6 1 2 0 5 7 9 6 8 6 5 59

14 2 9 2 8 0 8 6 5 7 6 4 2 59

15 4 1 1 6 0 6 5 23

計 22 37 28 31 7 42 47 23 39 41 29 24 370

最初の一年間、病院勤務時とほぼ同ペースで手術を施行

2年目の花粉症シーズンに過労となり

 
ペースダウン

５月の学校健診シーズン

 
お休み



工夫のまとめ

術前
 

画像ファイリングを活用した説明

ＣＴによる術前シミュレーション

ボスミンキシロカインガーゼによる丁寧な表面麻酔

手術
 

過敏反応をオンタイムの薬剤投与で制御

糸付スポンジによる後鼻腔パッキング

術後
 

自己チェック表（セルフパス）

手術日夕
 

電話確認

綿栓継続2週間



今回
 

発表の機会をいただけたことで
 

日常
 

行っている診療内容を
 

改めてスライドにまとめることが
 

できました。
 

深く感謝申し上げます。
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